
 

 

新型コロナワクチン職域接種支援 in 沖縄大学 

上原和代（小児保健看護）、宮國友美（別科助産専攻）、望月花（精神保健看護） 

支援の経緯と実績 

2021 年 8 月 7日とその 4週後の 9月 4 日、沖縄大学での新型コロナワクチン職域接種

が行われました。私はその支援のため看護師として、宮國友美先生、望月花先生と共に赴

きました。沖縄大学は、1961 年、琉球政府時代に沖縄で最初の私学の四年制大学として

設置されました。設置者の嘉数昇氏は戦後 GHQ統治下の状況を憂い、沖縄の青年たちの

教育の機会均等を掲げて高等学校、大学設置に私財を投じられたそうです（沖縄大学ホー

ムページより）。沖縄大学と本学との距離は 900m、とても近い大学ですが、隣町の国場の

丘の上にある大学の敷地に足を踏み入れるのは初めてでした。 

日本における新型コロナワクチンの職域接種は 2021年 6月 21日から開始されました。

職域接種の流れは、国への申請から接種翌日までに大きく 10のステップがあり、申請前

の準備として医療従事者を含む人員確保、場所・動線確認といったマニュアル整備があり

ます。神里学長が 6 月の大学コンソーシアム沖縄の会議の席で本学の地域貢献として看

護職を派遣する準備がある、と伝えられたことが今回の支援のきっかけと聞いています。 

私たちが実際に関わったのは、10 のステップの終盤、3 日前のリハーサルと接種当日

でした。リハーサル会場では前日に Zoom 会議でお会いした養護教諭の平良先生が笑顔

で迎えてくださり、課長から直接感謝の言葉をいただき、応援の医師と簡単な打ち合わせ

ができました。会場は天井が高い学生会館で接種前後の待機場所と接種レーンが 5 つ。

事前に基礎看護の栗原先生から三角筋への筋肉注射の手ほどきを受けてはいたものの、

緊急対応可能な壁際の第 1 レーンはベテラン看護師が対応すると聞いて、心底ほっとし

ました。当日、モデルナ社製のワクチンのシリンジへの吸い上げ作業を、県や看護協会経

由で支援に入っている看護師たちと一緒に行いました。NICUで働いていたにもかかわら

ず大人視力（巷でいう老眼）が始まっている私（たち、笑）にとって 1つのバイアルから

10 本のツベルクリン用シリンジにきっちり 0.5cc ずつ吸い上げるのは少し大変でした。

モデルナの 3 回目接種では 0.25cc を 15 人分！！とのことで･･･この作業はぜひ遠慮した

いと思います。そうこうしている間に接種開始時刻となり、たくさんの学生さんや教職員

が来場し、次々休む間もなく三角筋に接種。流れ作業の中でも、20 歳を超えている方に

は今日はお酒を飲まないで、いかにも体育会系な方には今日の運動は避けて大人しくし

てね、23G 針でも骨にあたってしまいそうなやせた方には深さを加減しながら食事はた

べてきた？気分は大丈夫？･･･と短時間ながら、久しぶりに直接ケアの楽しさも実感でき

ました。今回の支援が若者の接種率アップに微力ながらお役に立てていれば幸いです。 

With コロナに向けて 

3 月現在、日本の職域接種は 1,2 回を合わせて 1977 万回、職域での 3 回目接種は 2 回

目から 8 か月あけることを条件に、今月から順次開始となっています。沖縄県立看護大

学の看護教員としてコロナ禍で地域に貢献できることがあれば今後も協力していきたい

と思います。貴重な機会をくださった皆様、ありがとうございました。 

沖縄県 COVID-19入院待機ステーションでの看護支援 

伊良波 賢（基礎看護） 

支援の経緯と実績 

 国内では 2021年 4月から 6月上旬にかけて、 COVID-19 の第 4波が到来し、とくに

大阪や札幌において医療提供体制の逼迫が起こった。沖縄県における第 4 波の到来は大

阪や札幌から数週間遅れ、5月中旬から急激に患者数が増加し、大阪や札幌のように本県

においても医療提供体制が逼迫した。入院病床の逼迫を受け、県外事例で見られた搬送困

難事例の発生、医療管理下に置かれず在宅で死亡する事例が予想されたため、支援体制の

強化と効率的な医療提供体制の確保が求められ、県内にも入院待機ステーションが設置

されることが決定した。そこで沖縄県感染症対策課から本学へ支援要請があり、私が学外

応援業務を担うこととなり、第 4波（期間：6/9～6/23）と第 5波（期間：8/1～9/18）の計
2回、64日間、看護統括として業務に携わることになった。 

 入院待機ステーションとは、災害時の仮設救護所のようなものである。「トリアージ」、

「サポート」、「バッファー」という 3つの役割機能を理解し、周知浸透させながら、様々

な背景を持ち県内外から応援にかけつけた看護師へ忙しい中でもやりがいを持てるよう

な関わりを続けていくことを意識し看護統括業務を行っていた。看護業務の実際として

は、夕方から朝方にかけて患者を受け入れ、療養上の世話を行いながら、酸素投与を中心

とした呼吸管理、輸液、内服薬投与、患者の訴えを聞き、代弁者となって調整担当者へ伝

えること、そして日中に自宅や病院等へ退所させていくことであった。感染者数の推移や

逼迫している業務への応援など、その時々に応じて看護業務も少しずつ変化させながら

対応していた。私自身もスタッフと同様に感染区域であるレッドゾーンで看護業務を行

いながら、いかにスムーズに業務が遂行できるか、患者と勤務者の安全を守れるかとスタ

ッフと共に試行錯誤しながら働く毎日であった。 

看護統括業務の多くを占めていたのは、看護師確保とその調整であった。施設を立ち上

げるにあたって、何人の看護師が必要か、必要病床を運用するためにはあと何人いればよ

いかと県庁担当者と調整を行い、開所後は毎日追加されていく志願してきた看護師への

オリエンテーションと勤務調整に追われていた。県内外の DMAT、陸上自衛隊看護班、病

院事業局、沖縄県看護協会、民間病院で勤務する看護師の時間外での応援や看護師派遣会

社等の協力を得て、第 4 波と第 5 波をなんとか凌ぐことができた。このような施設の開

設と運用は、看護師だけではなく県庁担当者をはじめとして、本当に多くの方々の働きの

上に成り立つものであると痛感させられた。私と関わって下さった皆様に、厚く御礼を申

し上げるとともに、ここでの貴重な経験を今後の看護実践に反映させていきたいと考え

る。 

Withコロナに向けて 

 新興感染症によるパンデミックは、地震や天災のようにひとつの災害であるという認識

が重要だと考える。日頃からの備えが重要であり、感染予防行動もそのひとつにあたるの

ではないだろうか。今回の経験で、多くの方々と関わることができた。次の災害に備え

て、スムーズに連携が行えるよう、日頃の何気ないコミュニケーションを大切にし、互い

の顔が見える関係性を築いていきたいと考える。 
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